
♦環境・防災♦ 水俣湾底質中に今も残る水銀

水俣湾は人為的な水銀汚染を受けた経緯を持つが，1974～90 年に行われた修復事業によって，高濃
度の水銀を含む底質は除去された。しかしながら，その後の調査は行われておらず，水俣湾の水銀残
留量については明らかにされていない。本研究では，修復作業が行われた水俣湾と，行われていない
袋湾（水俣湾の内湾）において水銀濃度を測定した。その結果，汚染を受けていない底質中の水銀濃
度は 0.1 mg/kg 以下と見積もられたのに対し，水俣湾では約 2 mg/kg，袋湾では約 3 mg/kgとな
り，人為的に放出された水銀が水俣湾底質に約 700 kg も残留していることが示唆された。
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